
ICT活用授業モデル（デザイン編）

小学校 教科【算数】 単元【「Ｄ データの活用」：円グラフや帯グラフ】

使用する
ICT機器 ＰＣ、タブレット等

使用するアプリ・
クラウドサービス等

G-suite（Classroom、スプレッドシート、
フォーム）

、クラウド
の活用

☑教材の配布・回収等 ☑資料等の共有
☑児童の学習状況の把握 □その他（ ）

表計算ソフトで多様なグラフを作成し、それぞれの目的を考察する

本時の
ねらい 資料をもとに、目的に応じたグラフを選択し、特徴などを考えることができる。

主な学習活動
（学習場面）

ＩＣＴの活用・留意点等 評価

導入

○問題を確認す
る

○本時の課題を
確認する

Classroomにアクセスし、「好きなスポーツ
調べ」に関するスプレッドシートからどの
ようなことを読み取ることができるか考え
る。

「好きなスポーツ調べ」について、自分が
主張したい目的に応じて適切なグラフを作
成することを確認する。

展開

○主張したいこ
とを表すグラ
フを作成する

○作成したグラ
フを紹介し合
う

○作成したグラ
フについて、
全体交流を行
う

「好きなスポーツ調べ」に関するスプレッ
ドシートをマイドライブにコピーし、グラ
フを作成する。

同じ目的のグループで、作成したグラフか
ら分かる特徴を説明し合い、より適切なグ
ラフを選ぶ。

プロジェクタ等で、作成したグラフを投影
し、考えを説明するとともに、それぞれの
考えがグラフのよさを十分に生かしている
か話し合う。

【思】目的に応
じて適切なグラ
フを選択し、特
徴や傾向を説明
している。

終末

○本時の振り返
り

Classroomのフォームに本時のまとめや、
分かったことを入力する。
入力状況を確認する。

主体的・対話的で
深い学びのポイント

ICT活用のポイント

表計算ソフトを活用し、目的に応じたグラフを作成することにより、他者との対話におい
てグラフの特徴を明らかにしたり、新たな問いを見出したりして、学びが深まる。

表計算ソフトを活用することで、多様なグラフを繰り返し作成することができるとともに、
資料を共有することで、他者の考えから学びを深めることに繋がる。

一斉

個別

協働

ICT機器

クラウド

ここで評価

一斉

一斉

個別

クラウド

クラウド

学年で一番人気
のあるスポーツ
を表すには、Ａ
とＢのどちらの
グラフがよいの
かな。

各種目ごとに合計が整理され
ているから、どの種目が人気
があるのか一目で分かるね。

どのスポーツが一番人気があるのかをはっきり表したいな。

私たちのグループは、学年で一番人気のあるスポー
ツを調べるために、種目ごとに各クラスの合計人数
が整理されているグラフ（Ｂ）を作成しました。

指針２

グラフにした方が
分かりやすいこと
もあるね。

この表から分かる
ことは、どのよう
なことですか。

３組でドッジボー
ルと回答した人数
が多いことが分か
ります。

指針４

指針３

１組 ２組 ３組 ４組

バスケットボール 15 8 1 11

ドッジボール 1 7 21 3

サッカー 12 6 4 8

野球 6 3 4 10

その他 4 12 9 7

合計 38 36 39 39

　　　　　　　　好きなスポーツ調べ　　　　（人）

Ａ Ｂ


